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ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
、
援
助
が

必
要
な
方
の
た
め
の
マ
ー
ク
で

あ
る
。
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、
内

部
障
が
い
や
難
病
な
ど
、
外

見
上
援
助
が
必
要
な
方
が
、
災

害
時
や
緊
急
時
な
ど
に
、
支
援

内
容
を
記
入
し
て
あ
る
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と
で
、

周
囲
の
方
に
支
援
を
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

 

国
は
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を

案
内
用
図
記
号
を
想
定
す
る

国
内
規
定
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）
に
追

加
す
る
こ
と
を
公
表
し
て
い

る
が
認
識
は
。

 

健
康
福
祉
部
長
　
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
を
契
機
に
今

年
7
月
20
日
に
決
定
。

 

国
・
県
の
導
入
状
況
は
。

 

全
国
は
、ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
東
京
都
・

京
都
府
。
青
森
・
福
島
県
と

札
幌
市
で
実
施
。

　
　

県
内
は
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

導
入
は
長
久
手
市
の
み
。
ヘ

ル
プ
カ
ー
ド
導
入
は
長
久

手
・
一
宮
・
常
滑
・
岩
倉
・

み
よ
し
市
と
武
豊
町
。

 

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
同
様

に
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
周
知

を
。

 

広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

町
内
関
係
施
設
な
ど
を
利
用

し
て
、
周
知
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

 
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
入
っ
た

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
導
入
を
。

 
周
知
も
あ
わ
せ
、
利
用
で

き
る
よ
う
普
及
に
努
め
て
い

き
た
い
。

 

育
ち
盛
り
の
子
ど
も
が
家

庭
の
事
情
に
関
係
な
く
、
十

分
な
栄
養
を
取
れ
る
環
境
を

整
え
る
た
め
、
文
科
省
は
、

公
立
小
・
中
学
校
の
学
校
給

食
費
の
無
償
化
に
関
す
る

全
国
調
査
を
、
今
年
度
、
初

め
て
お
こ
な
う
予
定
で
あ
る
。

そ
の
内
容
は
。

 

教
育
部
長　

通
知
が
届
い

て
お
ら
ず
、
詳
細
を
承
知
し

て
い
な
い
。

 

学
校
給
食
費
の
補
助
制

度
・
無
償
化
し
て
い
る
自
治

体
が
増
え
て
い
る
。
国
・
県

の
現
況
は
。

 

全
国
で
は
約
60
の
自
治
体

で
実
施
。

　
　

県
内
で
は
、
岩
倉
・
安
城

市
が
18
歳
未
満
の
第
3
子
以

降
を
無
償
、
大
口
町
は
半
額
。

岡
崎
市
で
は
4
月
の
み
無
償

を
実
施
。

 

朝
ご
は
ん
を
食
べ
て
こ
な

い
子
ど
も
た
ち
の
調
査
は
。

 

週
1
回
以
上
朝
食
を
と
ら

な
い
児
童
生
徒
は
、
５
６
０

人
程
度
と
推
察
。

 

給
食
費
の
滞
納
は
。

 

平
成
29
年
4
月
1
日
現

在
、
19
世
帯
25
人
分
で
、

90
万
３
３
６
２
円
。

 

無
償
化
し
た
場
合
の
予
算

額
は
。

 

小
学
校
約
1
億
１
９
０
０

　

万
円
、
中
学
校
約
６
１
０
０

　

万
円
、
合
わ
せ
て
約
1
億
８

　

０
０
０
万
円
。

 

学
校
給
食
費
の
補
助
制

度
・
無
償
化
を
。

 

近
隣
市
の
動
向
や
先
進
事

例
を
研
究
し
、
検
討
し
て
い

く
。

　

緑
は
、
住
み
良
い
環
境
を
提

供
し
て
く
れ
る
幸
田
町
の
財
産

で
あ
る
。

　

今
後
の
管
理
体
制
を
問
う
。

 

緑
の
募
金
緑
化
運
動
の
内

容
や
実
績
と
そ
の
評
価
は
。

 

環
境
経
済
部
長
　
緑
地
や

森
林
整
備
の
推
進
で
、
区
・

学
校
・
団
体
購
入
の
花
苗
な

ど
に
補
助
し
、
緑
の
大
切
さ

を
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
。

 

幸
田
町
緑
の
基
本
計
画
に

お
い
て
の
位
置
づ
け
は
。
民

間
が
お
こ
な
う
事
業
か
。

 

建
設
部
長　

民
間
に
お
け

る
積
極
的
な
緑
化
推
進
事
業
。

　

環
境
経
済
部
長
　
民
間
・

企
業
・
行
政
が
一
体
と
な
り

推
進
す
る
事
業
。

 

光
明
寺
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
内
容
は
。

 

幸
田
小
学
校
4
年
生
の
総

合
学
習
と
光
明
寺
川
を
美
し

く
す
る
会
共
同
に
よ
る
め
だ

か
の
放
流
・
菜
の
花
栽
培
。

 

道
路
や
河
川
な
ど
に
任
意

団
体
が
植
栽
し
た
樹
木
の
管

理
は
。

 

建
設
部
長　

基
本
的
に
は
、

地
元
管
理
で
お
こ
な
う
。

 

住
み
良
い
環
境
維
持
の
体

制
を
構
築
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

 

公
共
用
地
の
緑
化
木
管
理

は
、
住
み
や
す
い
環
境
を
維

持
す
る
方
法
を
検
討
。

　

消
防
庁
告
示
の
「
消
防
力
の

整
備
指
針
」
と
比
較
し
て
、
昨

年
創
立
40
周
年
を
迎
え
た
本
町

の
消
防
力
を
問
う
。

 

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
台

数
は
、
基
準
を
満
た
し
て
い

る
か
。

 

消
防
長　

消
防
署
に
2
台

で
充
足
率
は
66
・
７
％
、
消

防
団
に
は
4
台
で
１
０
０
％
。

 
消
火
栓
の
数
や
能
力
は
。

 
２
９
４
か
所
。
消
火
栓
が

主
た
る
消
防
水
利
。

 

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
に
対
す

る
は
し
ご
車
の
消
火
能
力
や

救
助
活
動
は
。

 

は
し
ご
車
が
届
か
な
い
範

囲
は
、
署
員
が
避
難
階
段
を

利
用
し
救
助
。

 

救
急
自
動
車
は
3
台
で
対

応
で
き
る
か
。

 

充
足
率
１
０
０
％
で
、
現

場
へ
は
消
防
車
両
も
同
行
。

 

消
防
職
員
の
人
数
は
、
総

数
規
定
を
満
た
し
て
い
る
か
。

 

56
人
で
、
整
備
指
針
充
足

率
は
54
・
４
％
。

 

職
員
の
健
康
状
態
へ
の
気

配
り
は
。

 

勤
務
状
態
を
観
察
把
握
し
、

快
適
な
環
境
整
備
に
努
力
。

 

最
悪
の
事
態
を
想
定
し
た

対
策
を
。

 

大
規
模
災
害
時
は
、
全
員

招
集
で
対
応
。

 

消
防
団
と
の
連
携
は
。

 

意
見
交
換
を
実
施
し
、
連

携
強
化
に
努
め
て
い
る
。

６
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

臨
時
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費
の
ゆ
く
え

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

６
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

臨
時
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費
の
ゆ
く
え

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

一 般 質 問

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
入
り
カ
ー
ド
導
入
を

周
知
・
普
及
に
努
め
て
い
き
た
い

問

答

問 学校給食費の
無償化を

先進事例を
研究し検討答

任意団体が植栽した木の管理は問

基本的には地元管理でおこなう答

一 般 質 問

問 最悪の事態を
想定した対策を

大規模災害時は
全員招集で対応答

光明寺川の桜並木

導入が待たれるヘルプカード（長久手市HPより）


